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日本海事協会の取り組み紹介と
認証グループの課題
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日本海事協会が目指すサービス

「生涯を通じて船が最良のパフォーマンスを発揮する」ことを可能とする
「良い船」、「良い運航」、「良い管理」の追求を支援するサービスの提供

＋ =
船舶の生涯の
パフォーマンス＋

これら3つ要素に関連したサービスについて、
システムズエンジニアリング・デジタル技術を活用したサービスを紹介
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数万隻のAISから得られた航路データのビックデータ分析、水槽試験、
シミュレーションを活用し、構造評価に使う設計荷重を導出する手法を開発

安全性と合理性を有した船体構造の強度評価を実現

AISによる数万隻の航路情報

高精度な設計荷重

水槽試験 数値シミュレーション
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検証＆妥当性確認 自動運航シミュレータ
交通シナリオ

リスク評価、システムズエンジニアリング、シミュレーションを活用した安全性評価

自動運航船の安全性評価
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✓ CO2排出量やCII格付けを可視化し、適切なGHG削減管理と必要な対策を支援

✓ 個々の船舶/船隊全体のシミュレーション

ClassNK 

MRV Portal

IMO-DCS

EU-MRV

SEEMP/CII

FuelEU Maritime

船舶管理会社

航海データ レポート

保険会社

航海データ

用船者

船主

荷主

データホルダ

の許可

AI活用、船社殿管理ソフトウェアとの連携等、さらなる開発が必要

GHG排出マネジメント
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造船（設計G・建造G） 海運（運航G）

✓ デジタル技術やAI技術を活用した認証業務
の高精度化・高効率化

✓ 代替燃料船、自動運航船等の実績が少ない
新しい技術に対する安全性評価

✓ 造船・海運業界において様々な業務がDX化、
効率化されていく中での、認証業務の見直
し、最適化

引用：今治造船殿ウェブサイト 引用：日本郵船殿ウェブサイト

認証グループの課題

船級（認証G）

認証サービス

サプライチェーンG
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認証グループの短期（具体的）目標と長期目標
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テクネゴ／見積設計の際に船価に影響に与える
規則・条約の要件が知りたい。

建造契約日：202x年x月
起工日：202x年x月
船種：ばら積貨物船
航行区域：国際航海
トン数：xx,xxxトン
船の長さ：xxx m

✓ 全文検索可能
✓ 規則と対応する検査要領をすぐに表示
✓ 改正履歴も容易に調べられる。

規則問い合わせAI

⚫ 設計者・技術者のニーズ

詳細情報

詳細情報

詳細情報

規則問い合わせAI

http://www.classnk.or.jp/hp/ja/publications/pub_rule_g.aspx?book_code=jrul17-020
http://www.classnk.or.jp/hp/ja/publications/pub_rule_g.aspx?book_code=jrul17-030
http://www.classnk.or.jp/hp/ja/publications/pub_rule_g.aspx?book_code=jrul17-033


© 2025 ClassNK11

造船所

図面チェックAI

設計作業中のCADデータを見て、AIがリアルタイムに規則適合性をチェック

設計後戻りを削減することができる

図面チェックAI

船級コメントにより、
大幅な設計後戻りが生じる場合も

電子図面の送信

ルール適合性に関するコメント

CADソフトウェア
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ROMによるスラミング荷重推定

コンテナ船にように船首部に大きなフレア形状を有する船舶に発生する
バウフレアスラミングで生ずる荷重の推定は、船首部の3次元的な形状が影響が考慮
できるCFDや水槽試験が必要であった。

ROM(Reduced Order Model)を用いることにより、個船の設計において精度の良い
バウフレアスラミング対策ができる可能性がある。

スラミングを再現した水槽試験

手法 工数 精度

CFD 大 良

ROM 小 CFDよりやや劣る

従来簡易荷重式 小
3次元的な影響は考慮

できない

各手法の工数と精度
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デジタルツインによる貨物安全性評価
船体運動に関するシミュレーション、海象統計、海象予報、実船計測データを用いた

デジタルツイン技術を活用し、貨物積付の安全性向上に寄与

KC1 KC2

1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 1-7 1-8 1-9 1-10 1-11 1-12 1-13 RRLL

d13d12d11d10d9d8d7d6d5d4d3d2d1

2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 2-7 2-8 2-9 2-10

海象統計

www.windy.com

海象予報

船体応答シミュレーション スチールコイル積付の安全性
粒状貨物液状化に対する安全性

コンテナ固縛の安全性Digital Twin
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検査に関する新技術

遠隔検査技術の課題点

✓ 検査対象へのフォーカス
（解像度が悪い、見たい箇所に寄れない）

✓ オペレータが必要
✓ 海上／船内における通信環境
✓ バッテリー作動時間
✓ 映像の真贋判定

遠隔検査技術（ドローン）に関するガイドラインが公表され、
検査の使用する規則的な環境は整っており、実適用例も増え
てきている。

Flyability社 ELIOS3 AMC Robotics社 SCAR-E

検査ドローン 多足型検査ロボット

検査ドローンに関するガイドライン
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✓ 脱炭素化関連の機器等、今後新規に導入される機器やシステムに関し
て、導入初期段階の損傷や故障を防ぎ、実績を有する機器等の損傷率
と同程度にする。

✓ 認証サービスに係る造船所、船社の作業コストを大幅に低減する。

長期目標
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